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事。

＜連絡事項＞

· 昨日給食委員会があり病棟から次の要請をしています。

1 レストランのテーブル拭きを増やしてほしい。

2 お粥の固さがその日によって違う。
3 味噌汁の量がその日によって違う。
4 貧血の患者様に鉄分を多く含んだ食事を準備してもらえるのか。　です。
　次回の給食委員会で回答をいただけるそうです。次回は三浦Ｎs、川井Ｃwです。12/15（木）

　16時から2Ｆ会議室で行ないます。

＜隔離室使用患者様について＞

· 畑中　成夫様～昨日午前中はもやもや感を訴えていますが、衝動行為無く入浴されています。

　　　　　　　午後の退室時は色塗りを行なっていますが飽きてやめています。手指の振戦

　　　　　　　みられコップやお菓子を落とす事見られています。準夜帯では「ご飯はまだですか？」と尋ねられています。今朝はふらつきみられています。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　退室時は必ず2名以上のスタッフで対応しましょう。その際どうして個室を使用しているのか、畑中様自身が自分の行動を振り返る事が出来る様な関わりをしていきましょう。1日2回の退室時間の他に今後退室回数を増やしていく事を目標として、退室時間以外にも様子を観察しながらこまめに訪室し関わりをもっていきましょう。

· 野沢　英貴様～昼夜問わず迷惑行為頻回となっており時間隔離となっています（21時から8

　　　　　　　時30分）時間隔離開始後は静かに休む事出来ています。また増薬されていま　　　　すので各部の浮腫、肝機能の低下が考えられます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　時間隔離解除後に退室され迷惑行為が見られた時はその都度介入し、他患者様とのトラブルのないようにしましょう。また増薬に伴う身体症状の観察を行ない、必要時主治医への情報提供をしていきましょう。

＜新入院患者様について＞

· 木本　サエ子様～本日東Ｄユニット17号室に入院となっています。病名は幻覚、妄想状態。

　　　　　　　　　　H17、11,3より自宅にて孫の世話を任されていましたが、孫が高熱を出し夜間救急センター及び日本赤十字病院を受診。それにより心労が重なり食欲が低下、夜間も休めない状態が続いていたとの事。その後、幻視や幻聴といった異常体験も出現。異常体験による恐怖感あり同月17日夜間救急当番である当院を受診。処置を受けその日は自宅へ戻られていますが、帰宅後より歩行困難あり疎通もとり辛い状態となっています。翌18日、再び当院を受診。入院加療を希望し、入院に同意した為、同日任意入院となっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　頻回に訪室し介入する、ホールで過ごして頂くようにしましょう。歩行時のふらつきも見られていますが、食事摂取量が増えることで歩行も安定されるという情報がご家族よりありました。食事摂取量、睡眠状態を観察し、精神症状にも注意していきましょう。

＜作業療法室から＞

・和田　昌様～作業療法から病棟に戻られる際に壁を蹴る行為見られています。作業中は「帰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　る、帰る」と何度も話されていますがスタッフ促しにて集中し作業行なえてい　　　　　　　　　　　　　　　　ます。不機嫌な様子あり、気分変動も見られていますが、課題には取り組む事　　　　　　できています。気分変動が見られる場合は、他患者様への影響も考えられる為、
気分をコントロールし落ち着いて課題に取り組む事が出来る様、声掛けをし　　　　　　　ていきます。

・木ノ下　ツヨ様～今週1回の作業療法拒否がありました。出席した際は集中して行なう事出    

               　 来ています。特定の女性患者様に対し拒否的となる事ありますが、トラブルとはなっていません。集中して課題に取り組む事も少なくなってきている為、今後は集中して課題に取り組む事が出来る様、アプローチを行っていきます。

・板橋　雅勝様～11/11より作業療法導入となっています。集中して行なう事出来ています。作業療法に慣れる事、楽しみ作りを勧めています。

・佐々木　悦子様～落ち着きの無さ見られています。作業室にある物品を持ち出そうとされる　　　　　　　　　　　　　　　　　

事ありました。他患者様への影響も考えられる為、気分をコントロールし落ち着いて課題に取り組む事が出来る様、声掛けをしていきます。

・大下　良悦様～作業療法導入を主治医に確認します。

　　　　　　

＜医療材料購入検討委員会より＞

現在病院で使用されている処置キットの他に綿球、ガーゼ、摂子がそれぞれ個別に

　　密封されたものが使用される事になりました。現在業者に発注中ですが、見本はＢユ

　　ニットの処置カートの引き出しにありますのでスタッフは確認しておいてください。　

　　用途にあった使用を考え、無駄の無いようにしましょう。

＜写生大会について＞

　　11/19（土）にリハビリプログラムの時間を利用し、写生大会が行なわれます。ＳＳＴは

　次の日の11/20（日）に行ないます。当日の担当スタッフ、勤務のスタッフは事前にスケジュールを確認し、当日スムーズに行なえるようにしてください。

＜三上先生の勉強会＞

本日三上先生はお休みの為、勉強会はありませんでした。













